
 

学校近くの札所を訪れるお遍路さんに、
飲み物の提供や手作りグッズの配布を
行い、地域文化や人の温かさに触れなが
ら、笑顔でお接待を行っています。

●「みまカフェ」での接客

●「介護」や「ビルメンテナンス」の技能検定

●風船バレーによる地域住民との交流会（鴨島支援学校）

徳島県教育委員会
中山  登 指導主事

●地域での作品展（池田支援学校）

●ボッチャの授業（ひのみね支援学校）

●３Ｄ技術を生かした作品作り
　（徳島聴覚支援学校）

●県内の全特別支援学校が
　集結した「きらめきアート」展

●第十四番札所常楽寺でお接待を行った国府支援学校の皆さん

　私の住む阿南市羽ノ浦町には、取星寺があります。取星寺は、四国
八十八箇所十九番札所立江寺の奥の院にあたります。取星寺はその
昔、弘法大師空海が修行中に現れた妖星を秘法で招き寄せて、地上に
落とした場所で、金星を表す虚空蔵菩薩と北極星を表す妙見菩薩を本
尊として建立されたと言われています。そして、南北朝時代の至徳元年
（１３８４年）には、香川県の増

ぞううんしょうにん

吽上人が鹿島大明神と香取大明神を祀
る妙見宮を建立しましたが、明治時代の神仏分離令により現在のように
分かれて祀られることになりました。このように、取星寺には長い歴史が
あり、1200年もの間、地元住民たちの手によって守られてきました。
　現在、妙見山一帯は、羽ノ浦町の岩脇公園とあわせて春は桜、夏は
アジサイ、秋は紅葉が美しく、多くの人が訪れています。
　今回、取星寺について調べ、今まで私が知らなかった地域の歴史や
魅力を知ることができました。皆さんも一度、取星寺を訪れてみてはい
かがでしょうか。

　特別支援学校の中では力を発揮できるのに、卒業して環境が変わると力を出
せなくなってしまう。そんな生徒たちがスムーズに社会に順応するためにも、在学
中に地域の方 と々接する機会を設けることはとても大切です。
　実際に交流していただければ、子どもたちが持つ魅力や可能性を感じていた
だけるはず。支えられるだけではなく、支える立場になれる。そのことを、より多くの
方々にぜひ知っていただきたいですね。

「支えられる立場から、支える存在に！」
① はもを湯引きにし、氷水に入れてしめる。
② 水を沸騰させ、粉寒天を溶かす。
③ ②にすだちの果汁を入れ、水でぬらした
流し缶に入れ、冷蔵庫で冷やし、固まれ
ばところてんつきで出す。

④ 梅干しをたたいて梅肉にする。
⑤ 皿に③を敷き、その上に①と④をのせ、
冷ましただし汁をはる。

【材料（4人分）】 ●はもの切り身（骨切り済みのもの） 400g ●すだち 3個 ●梅干し 1個
●粉寒天 適量 ●水 320cc ●だし汁（かつおだし、塩、薄口しょうゆ）150cc

あわっ子文化大使通信ふるさと発見！

はもの湯引き
すだちのところてん風

●皆さんからのご意見・ご感想をお待ちしています。
教育文化課  ☎088-621-3054  FAX088-621-3056

あわ文化を次の世代に伝承し、徳島の魅力を県内外に
発信する「あわっ子文化大使」のリポートです。

●あわっ子文化大使リポーター  
徳島県立富岡東中学校　寺
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星寺」

就労に向けて 就労に必要とされる技能や態度を身につける取り組み
を実施。生徒の就労意欲を高めています。スポーツ・文化芸術  感じる、触れる、体験する等の活動を通じ、子どもたちの

〝秘めたる才能〟の開花を目指しています。

2020年東京パラリンピックの実施種目
である「ボッチャ」を授業で実践。今後開
催される大会への参加をはじめ、誰もが楽
しめる生涯スポーツの一つとして楽しく取
り組んでいます。

四国大学と連携し、特別支援学校では
新たな分野となる「3Dアート作品」の
制作に取り組んでいます。生徒の可能
性を引き出し、文化芸術分野における
才能の開花を目指します。

お客様の笑顔を見ると嬉しくなり
ます。新しい役割にも積極的に
挑戦していきたいです。

池田支援学校美馬分校 篠原 凪さん

ひのみね支援学校 久米 彩花さん

●マッサージでのお接待
　（徳島視覚支援学校）

●地元の竹を使った和紙作り
　（阿南支援学校）

●お遍路さんに配布する品作り
　（阿南支援学校ひわさ分校）

●参道清掃によるお接待（板野支援学校）国府支援学校 切原未寿希さん

生徒たちの個性や可能性を伸ばすため、ビルメン
テナンス、接客、介護、ワープロ入力、流通に関す
る技能検定を実施。1級から10級までの認定を行
い、就労意欲や技能の向上につなげています。

●とくしま特別支援学校
　技能検定

●ボッチャの取り組み

●3Dアート作品等
　の制作 校舎の一角を、一般の方を対象とした

カフェとして改装。接客や飲み物の提供、
レジ対応を生徒が行い、地域の方 と々
交流しながら実践力を養っています。

●支援学校みまカフェ

●働きたい想いを発表する「働こう宣言」 ●企業との懇談風景

〝働きたい想い〟の発表や
企業との懇談を通じて、生
徒たちが事業所の方々に
自己PRを行う貴重な機会
です。特別支援学校の生
徒たちへの理解を深めてい
ただく場にもなっています。

●ゆめチャレンジフェスティバル

●「みなとクリーン」活動（みなと高等学園） ●リサイクル資材を回収（国府支援学校）

企業とNPO団体が取り組むリサイクル資材
の回収活動に参加。地域の方々の温かい言
葉が、生徒たちのやる気や学習意欲の原動
力になっています。

「とくしま特別支援学校技能検定」などで身
に付けた技能を生かし、地域の事業所等で
清掃ボランティアを実施。一生懸命に働く姿
は、事業所の方々からも好評です。

●はっぴぃエコプラザ●清掃ボランティア

●四国霊場札所でお接待
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●お問い合わせ先／特別支援教育課 ☎088-621-3142 FAX088-621-2882
この記事をより詳しくご覧になりたい方は、左のＱＲコードからアクセスしてください。

境内への入口 経塚（増吽上人）

地域貢献活動 活動の場を〝学校〟から〝地域社会〟へと拡大。
地域に貢献する喜びを、学習意欲につなげています。

地域交流 交流会や作品展など、さまざまな形で地域との交流を実施。
「障がい」や「支援」について理解を深めています。

色合いを工夫して付箋や
アイロンビーズのお土産をつくり
ました。お接待って楽しい！

【応募期限】①7月24日②7月3日
【問】県保健福祉政策課
（☎621-2170 FAX621-2839）

●ハンセン病を正しく理解する
　フォーラム 
【とき】6月27日13:00～16:00
【ところ】あわぎんホール
【内容】特別講演・シンポジウム・人権劇「千の舞
い」(申込不要・参加無料）
【問】県健康増進課 ☎621-2224 FAX621-2841

●オープンとくしま・パブリックコメント 
◆私が描く“とくしまの未来の姿”
【内容】今後の県づくりの指針となる新しい総合
計画の策定に向け、県民の皆さんが望む2060
年頃（長期）や2030年頃（中期）の徳島県の将
来像を募集しています。
【応募期限】6月30日  【問】県総合政策課
☎621-2197 FAX621-2830

※市外局番（０８８）を省略しています。

●県立中央テクノスクール訓練生 
【訓練科】①システム開発実践科②IT技能科2
【訓練期間】①7月24日～1月23日
②8月1日～10月31日（母子枠準備講習7月25
～7月31日）
【ところ】①クリップ②ライジングサン藍住校
【申込期限】①7月3日②7月4日
【問】県立中央テクノスクール
☎678-4690 FAX678-4692

●障がい者職業訓練生
【訓練科】①容器の整理・洗浄仕分科
②ドア製造仕上補助科
【訓練期間】①7月11日～8月6日
②7月25日～9月25日
【ところ】①キョーエイ川内PC②日本フネン
【申込期限】①6月19日②7月5日
【問】県産業人材育成センター
☎621-2353 FAX621-2852

●戦没者慰霊巡拝参加者（遺族対象） 
【内容】①硫黄島＝11月13～14日
②ミャンマー＝11月13～20日

【申込期間】6月19～28日
【問】県火薬類保安協会
☎626-4656 FAX626-3766
　

●夫や恋人との関係を考える講座 
【とき】7月3・17日10:00～
【ところ】徳島市内（参加者のみにお知らせします）
【内容】女性のみ、参加無料【募集人数】先着10名
【問】県中央こども女性相談センター
☎652-5503 FAX656-0267 

●フレアキャンパス講座（7月） 
▽1日・七夕まつり
▼8日・男女協調週間講演会
　「ストレス時代を生きる～元気になるための処
　方箋」講師：海原純子
▼14日・パパのための夏休みに役立つ
　親子工作教室
▽28日・フレアシネマ劇場「ボトル・ドリーム」
【問】ときわプラザ（▼=要申込）
☎655-3911 FAX626-6189

●県職員採用試験
　①脊椎動物②日本近代美術
【とき】筆記＝8月27日（合格者は9月下旬に面
接試験）
【応募期限】7月10日（消印有効）
【問】①県立博物館 ☎668-3636 FAX668-7197
②県立近代美術館 ☎668-1088 FAX668-7198  

●第１回狩猟免許試験 
【とき】7月29日 【申込期限】7月13日
【問】県消費者くらし政策課
☎621-2262 FAX621-2979

●火薬類保安責任者試験 
【とき】9月2日13:00～ 【ところ】あわぎんホール
【試験の種類】甲種及び乙種火薬類取扱保安
責任者試験、丙種火薬類製造保安責任者試験

県主催の講習会や募集などさまざまな情報をお知らせします。

県庁だより 募集しています

ご意見募集

資格・試験 講座・講習 催  し

●「四国の右下・まけまけマルシェ」開催！
ご当地グルメ南阿波丼など、四国の右下自慢
の海産物や加工品が勢ぞろい。美波町のぬる
キャラ「かめファミリー」も駆けつけます。6月17
日はサザエの輪投げ、7月8日はアユのつかみ取

りも開催！
【とき】6月17日・7月8日
両日10：00～
【ところ】道の駅日和佐
【問】「四国の右下・魅
力倍増」推進会議事
務局
☎0884-73-0350
FAX0884-73-0349

●スマート回廊探訪ツアーデイ実施中！
川口エネ・ミューでは、毎週日曜日に「スマート回
廊ツアーパス」を無料配布中。対象施設・店舗
でお得なサービスが受けられるほか、毎月第4日
曜日にはダムや水力発電施設を見学できます。
また、抽選で景品が当たるカードラリーも実施中。
【問】川口エネ・ミュー（川口ダム自然エネルギー
ミュージアム）☎・FAX0884-62-2209

●レキシルとくしま
●2018発掘とくしま調査成果報告会
平成29年度に実施した発掘調査成果を展示公
開します。
【とき】開催中～7月15日
●報告会・講演会「那賀川流域の遺跡について」
【とき】6月24日 13：00～16：10
【定員】70名 【参加費】無料
●おもしろ古代体験「泥メンコをつくろう」
「メンコ」のルーツである江戸時代のおもちゃ「泥
メンコ」を作ってみませんか？
【とき】7月1日
10：00～12：00
13：30～15：30
【定員】各回15名
【参加費】無料
【問】レキシルとくしま
（県立埋蔵文化財
総合センター）
☎672-4545
 FAX672-4550

●すだちくん森のシアター
●「文化の森21世紀館で歌おう」
ピアノに合わせて、童謡・唱歌等を歌いましょう。
【とき】6月20日10：30～12：00 
●「21世紀館おやこでたのしもう！」
人形劇や手遊び、音楽演奏をお楽しみください。
【とき】6月30日14：00～15：00
【問】県立二十一世紀館 ☎668-1111 FAX668-7196

四国の右下・まけまけマルシェ水力発電施設見学

すだちくん森のシアター

おでかけだより

6/16（土）19:00～
レノファ山口FC  （松茂町民デー）

6/30（土）19:00～ 
大分トリニータ  （鳴門市民デー）

7/7（土）19:00～
ロアッソ熊本  （藍住町民デー）
（鳴門・大塚スポーツパーク ポカリスエットスタジアム）
※都合により試合日程が変更となる場合があります。

6月3日～7月27日は、公式戦・定期交流戦はあり
ません。後期開幕は7月28日です。応援よろしく
お願いします ！

皆さんの撮影した写真が広報紙や県HP
に掲載されます。ぜひご応募ください ！

掲載写真募集中！
●次号テーマ「藍」

詳しくは
こちらから

泥メンコをつくろう

高く投げるとボールは遠くへ飛ぶよ。
スーパーショットが出た時は、

最高の気分です。

応募ページ


